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高齢女性における急テンポ音楽に伴う

自由躍動的舞踊の気分に及ぼす効果

一琉球舞踊「カチャーシー」の効果に関する研究一
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Abstract

ＴｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｔｕｄｙａｉｍｓｔｏａｓｓｅｓｓｔｈｅｅｆｆＣｃｔｓｏｎｍｏｏｄｏｆａｆｒｅｅｄｙｎａｍｉｃｄａｎceaccompanyinghighspeedmusic

(Kachaasii,anOkinawanfO1kdamcewhichperfOrmedanexcitingatmosphere)．

Ahundredandthirtyoldfemale（ages:60-83.average:72）weredevidedatrandominto2groups,DanceandControl

gToups・DancegroupperformedKachasii，whiletheotherwasglvenarestperi０．．Bothgroupstookpre-andposトbestsof
POMS・

NonparametoricanalysismadeitclearthatKachaasiihadsigmficantｅｆｆｅｃｔｓｏｎ３ｏｆ６ｓｔａｔｅｓｏｆＰＯＭＳ・AfterofKachzq聖ii

perfOrming,DncegroupscoredloweronTensionoFatigueamConfusion・TherefOre，itistenablesaythatKachaasiiis

effectiveenoughtorelaxTension，todecTeaseFatigue,andtoameliorateConfusion･

Incidentally，theelfectoftheKachaasiipTacticingdancingwasnOtadmittedaboutDepression，Anger，andConfusion・It

thoughtthatthiswasbecausethefeeMngconditionbeforethesepTacticingdancingoftheexamineewasapproachingthe

limitvalueofthemeasurementalready．

はじめに ５．非日常、いわゆるハレ（露）の時間がもたら

す精神の安定

６．芸術療法としての側面

さて、沖縄の伝統的な民衆音楽・民衆舞踊の一

つに「カチャーシー」がある。カチヤーシー踊り

は、サンシン（蛇皮三線）の早弾き曲・カチャー

シーにのって躍動的に踊られる。カチャーシー踊

りは、琉球舞踊の中では静的な特徴を有せず、様

式性が薄く、自由躍動的に踊られるものである。

音楽も、踊りも、即興性が高いものと特徴づけら

れる。

金城（1995）は、年齢25から63歳、平均44.0歳

の女性48名を対象に、カチヤーシーの気分に及ぼ

す効果を検討し、この演舞が活力を活性化させ、

疲労感を軽減させ、怒りを鎮静化させる、緊張・

不安を緩和させる効果のあることを見出している。

渡辺（1988）は、「音楽と舞踊は古代から不可

分の関係を示しているが、これは音楽のリズムの

要素との関わりから生じる身体運動の誘発と無関

係ではない」としていた。

梅田（1986,1988）は、心身症および神経症患

者にダンス療法を適用し、ダンスの生理的・心理

的意義を次の６点に要約している。

１．他の身体運動と同様に、筋肉・骨・関節、皮

周の鍛練、循環器、呼吸器、消化器等の諸器

官の機能、新陳代謝の機能の維持と向上

２．末梢部の刺激が脳幹網様態を介して果たす脳

機能の賦活

３．抑圧された感情の発散

４．集団参加による効果
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また、金城（1996）は、大学生を被験者とする

同様な研究で、カチヤーシーの気分に及ぼす効果

には、文化適合性の存在を示唆している。すなわ

ち､沖縄県内者にあってはカチャーシーの演舞は、

抑篭・怒りの気分を和らげ、混乱を収める方向に

効果があった。しかし、沖縄県外者にあっては緊

張、抑醤、怒り、混乱の各気分に効果をもたらさ

なかった。なお、活気を高めることは両者に共通

に認められた。

本稿の目的は、高齢女性においてカチャーシー

の演舞が気分にどのような効果を及ぼすかを検討

することである。

４．活気一活動（Ｖ：活気、と略記）

５．疲労一不活発（Ｆ：疲労、と略記）

６．混乱一当惑（Ｃ：混乱、と略記）

本研究では新里ら（1976）により日本語化され

たものを用いた。なお、この新里らの日本語尺度

は信頼性や妥当性の検討は公開されていない。

手続き：まず、第１回目（事前検査）のＰＯＭｓ

検査を実施し、ついで被験者を演舞群と非演舞群

に分け、非演舞群に割り当てられた者は別室に移

動し休養させ、演舞群は約７分のカチャーシーを

踊るセッションを施した。この後、両群とも第２

回目（事後検査）のＰＯＭＳを測定した。

データの処理：両群の事後検査の成績の差異を検

討するために一般線形モデル（ＧＬＭ）による共

分散分析を企図したが、後に見るように得点分布

が正規分布に適合しなかったので、ノンパラメト

リック検定を施した。統計的演算はSPSSiOr

Windowsを使用した。

対象と方法

対象：対象者は沖縄県内Ｇ市居住の高齢女性113

名である。６０歳から83歳の年齢に亘り、平均年齢

は72.0歳である。その内訳は表１に掲げた通りで

ある。Ｇ市の中央公民館でのサークル活動に参加

するために来館した者のうちボランティアを募っ

たものである。

結果

１．ＰＯＭＳ得点に見る被験者の特性

ＰＯＭＳを構成する各項目毎に応答分布を検討

したところ、全くそうでない（ｏ）または全くそ

のとおり（４）に偏ったため、全くそうでない以

外を一括して、１点を与えた上でデータの集計を

施した。領域ごとの基本統計量は表２に示した。

表１被験者の人数および年齢

群人数平均年齢標準偏差最小値最大値

演舞群

非演舞群

7５

４１

7１．７

７２．６

４．４

５．４

6０

６３

8２

８３

全体１１３７２．０４．８６０８３

舞踊の伴奏音楽：漢那節（一名、唐船ドーイ）を

テープに録音して用いた。

実験の場所：Ｇ市中央公民館。

実験の実施：1994年９月26日。

服装：被験者は運動しやすいスポーティーな軽装。

測定具：ProfileofMoodStates（ＰＯＭＳ、感

情プロフィール検査）を用いた。この検査は、

McNairら（1971）により開発され、自記式のリッ

カートタイプの尺度である。評定値は、ある気分

状態について、全くそうでない（ｏ）から全くそ

のとおり（４）までの５件法である、次の６種の

感情・気分状態を測定する。

１．緊張一不安（Ｔ：緊張、と略記）

２．抑諺一失意（Ｄ：抑鯵、と略記）

３．怒り－敵意（Ａ：怒り、と略記）

表２ＰＯＭＳの基本統計量および分布の正規性

の検定 Ｎ＝１１３

領域平均値標準偏差最小値鰻大値鑑駄Iｈ中央値Ｚ
嚥前テスト

緊張

抑１１：

怒り

活気

疲労

混乱

１
０
２
１
４
４

●
●
●
●
。
①

２
２
１
５
１
２

７
６
９
４
５
３

●
０
■
■
９
■

１
２
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０

８
５
０
７
６
６

１
１

９
５
２
７
６
７

１
１

２
１
０
５
１
２

2.087

2.645

3.035

2.575

2.307

1.957

璽後テスト

緊彊

抑繊

怒り

活気

疲労

混乱

６
０
０
０
５
０

●
●
●
巾
●
●

１
２
１
５
０
２

４
４
９
７
０
４

，
Ｃ
Ｏ
Ｂ
■
●

１
２
０
１
１
１

０
０
０
１
０
０

７
４
４
７
５
６

１

９
５
２
７
６
７

１
１

１
１
１
５
０
２

⑬
帥
的
弼
聡
別

４
７
４
２
４
０

●
●
●
■
■
■

２
２
３
２
４
２

ｚ：Kolmogorov-Smironovのｚ ＊＊＊ｐ＜、００１

－１２２－
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事前検査では、活気領域を除いて平均値はほと

んど２点台であり、標準偏差が平均値を超える場

合があり、また中央値も平均値に近い低い値と

なっている。Kolmogorov-Smironovの正規性の検

定結果は、いずれのＰＯＭＳ領域得点の分布も正

規性であることは認められなかった。

事後検査の場合は、活気領域を除いて平均値が

ほとんど１点台であり、中央値も平均値に近く、

標準偏差が平均値より大きくなる現象も見られ

た。分布の正規性の検定結果は、いずれも正規分

布とは見なされなかった。

総じていえば、緊張、抑諺、怒り、疲労、混乱

の各領域得点の分布は極めて低い得点に偏よる状

態にあり、極めて良好な気分状態にあることがわ

かる。また、活気領域では上の限界値すなわち理

論最大値にほぼ届いており、極めて活力に富

んでいることが推測される。したがってこの

得点以上に活気得点の上昇は考えられない。

２．事前・事後各検査時期における演舞群・

非演舞群間のＰＯＭＳ得点比較

被験者は、ランダムに割り振りしたもので

あり、群間に差異が存在するかもしれない。

もし、事前検査で差異が存在するとすれば、

事後検査で差異が検出されたとしてもそれは、

最初の差異を反映しているに過ぎないかもし

れない。それを検出するためにMann-Whitney

のＵ－検定、WilcoxsonのＷ検定、および

Kolmogorov-Smironovの各ノンパラメトリッ

ク検定を施した。

表３ＰＯＭS得点のノンパラメトリック検定

POMS領域測定時期被験者区分平均ランクＵ Ｚ ｉＷｉ近有意確率Ｗ

緊張事前

事後

演舞群

非演舞群

演舞群

非演舞群

60.5

50.8

57.6

55.9

1222.02083.0－１．５５７０．１１９

1432.02293.0－０．２７２０．７８６

抑諺事前

事後

演舞群

非演舞群

演舞群

非演舞群

57.4

56.2

57.7

55.8

1444.52305.5－０．１９３０．８４７

1427.52288.5－０．２９８０．７６５

怒り

前
後

事
事

演舞群

非演舞群

演舞群

非演舞群

58.2

55.0

60.2

51.5

1392.5２２５３．５－０．５３９０．５９０

1249.0２１１０．０－１．５０８０．１３２

活気事前

事後

演舞群

非演舞群

演舞群

非演舞群

60.5

50.8

59.3

53.0

1221.52082.5－１．５９７０．１１０

1310.02171.0－１．０１５０．３１０

疲労事前

事後

演舞群

非演舞群

演舞群

非演舞群

６１．７

４８．８

５９．２

５３．１

1141.02002.0－２．０８１０．０３７

1315.52176.5－１．２３７０．２１６

混乱事前

事後

演舞群

非演舞群

演舞群

非演舞群

59.5

52.7

58.5

54.3

1298.52159.5－１．０８８０．２７６

1365.52226.5－０．６８１０．４９６

平均ランク：各ＰＯＭＳスコアの順位の平均、得点の低い順に順位づけてある
Ｕ：Mann-WhitneyのＵ
Ｗ：WiIcoxsonのＷ

ｚ：規準化スコア
漸近有意確率：上のＺの有意確率（両側検定）

－１２３－
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表４ＰＯＭＳ得点のノンパラメトリック検定

事前テスト 事後テスト

最遠距離差 最遠距離差Ｚ Ｚｐ ｐ

緊張

抑篭

怒り

活力

疲労

混乱

９
８
５
７
９
３

１
０
０
１
１
１

◆
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

０．９９０

０．４９１

０．２５８

０．８４５

０．９８５

０．６５４

０．２８０

０．９９５

１．０００

０．４７３

０．２８６

０．７８５
２
９
７
７
１
８

１
０
１
１
１
０

●
●
●
Ｃ
Ｄ
●

０
０
０
０
０
０

０．６１５

0.467

０．８７６

０．８７４

０．５６４

０．３８１

0.844

0.981

0.427

０．４２９

ｑ９０８

０．９９９

最遠距離差は絶対値で表示

ｚ：KoImogorov-Smironovのｚ 疲労領域においては、事前検査では演舞・非演
ｐ：漸近有意確率（両側）

舞両群間の差異が有意であったのに、事後検査で

表３，および表４に掲げるとおりの結果が得らはその差は有意となっていない。

れた゜得点の順位付けは値の低い順になっているなお、Kolmogorov-Smironovの検定では事前・

ので、表３に示す平均ランクは、値が低いほど、事後どの検査得点について両群間の差は有意と

その気分状態が低いことを意味する。なっていない。つまり、演舞の効果は検出されて

事前検査では､どの気分領域でも平均ランクは、いない。

演舞群＞非演舞群のパターンとなっている。ただ

しその差異の有意差検定をすると疲労領域のみで３．事前・事後検査間におけるＰＯＭＳ得点の比

有意となった｡また､緊張および活気領域では10％較

の危険率で有意ではないものの、微妙な差異と表５Ａ、表５Ｂに事前一事後検査得点の差の検

なっている。定結果を掲げた。また、参考のために平均値も褐

事後検査では、どのＰＯＭＳ領域においても両げた。同表には平均値の他に、２５，５０，７５各パー

群間に平均ランクの有意な差異は認められなかつセンタイル得点も併せて掲げてある｡さらに､図１

た゜しかし、両群の平均ランクの差異は演舞群＞に演舞・非演舞別、領域別に事前・事後検査得点

非演舞群となり、事前検査と同じ傾向である。の平均値を示した。

表５Ａ事前一事後テスト間のPOMS得点の符号付き順位検定（演舞群）繩
霊

雲:麹Ｌ－避雲岳；１１１型奈}聖i等
事後１．６0.07.0１．ｏ
ｚ －２．６４６

50Pｐ 75Pｐ
2.0

1.0

3.0

2.0

０．００８前
後

事
事
Ｚ -0蕊

０．９５０

１．２

0.0

0.0

15.0

14.0

０．０

０．３

1.0

1.0

3.0

3.0

悪-5--章 0.0

0.0

10.0

4.0

0.0 1.0

1.0

｡’ 2.0

１．０事後
Ｚ

１．１

－０．３５７

1.0

Ｐ
－
●
Ｌ

「
Ｊ

ｒ
Ⅱ

Ｚ -0.094

０．９２５

疲労

前
後

事
事
Ｚ

１．６

０．６

－５．０２４

0.000

0.0

0.0

６．０

5.0

0.0

0.0

1.0

0.0

3.0

1.0

混乱

前
後
事
事
Ｚ

２．５

２．１

－２．６１０

0.009

0.0

0.0

6.0

６．０

1．０

１．０

2.0

2.0

３．８

3.0

ｐ：Wilcoxsonの符号付き順位検定における漸近有意確率
Ｐｐ：パーセンタイル

－１２４－
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表５Ｂ事前一事後テスト間のPOMS得点の符号付き順位検定（非演舞群）

領域 50Pｐ 75Pｐ
緊張

前
後
事
事
Ｚ

1,3

１．６

－０．６７０

0.0

0.0

5.0

5.0

1.0

1.0

1.0

1.0

2.0

２．０

0.503

抑篭

前
後
事
事
Ｚ

１．９

2.0

-0.565

0.0

0.0

9.0

9.0

0.0

0.0

１．０

１．０

2.0

３．５

0.572

怒り

前
後
事
事
ｚ
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図１事前・事後におけるＰＯＭＳ得点の平均値
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演舞群について見ると、検定の結果、緊張、疲

労、混乱の各領域で有意な分布の差、したがって

平均値に差のあることが明らかになった。事前得

点＞事後得点となっているので、カチャーシーの

演舞により緊張が緩和きれ、疲労が低減され、混

乱が収拾されたことになる。

一方、非演舞群では疲労領域のみで有意差が罷

められた。得点が事前得点＞事後得点のように

なっている。

息後の疲労の差異は解消されているのである。得

点の変化は演舞群の平均ランクが低下し、非演舞

群の平均ランクが上昇している｡つまり、カチャー

シーの演舞は疲労回復の効果を有することが指摘

できる。

6５

6０

考察 5５

カチャーシー踊りは、興奮性の踊りである。琉

球民謡の速いテンポ、リズム、拍子に託して、床

を踏む｢足どり」､両手を上げて左右に振り、手首、

指を曲げこれる「手振り」を主として、高く低く

回る、足拍子を打つ、上下に振動させる「身振り」

など、自由に打ち興じ、集団の中で相手と対応・

交代しあってリレー式に踊り・舞う即興舞踊であ

る。カチヤーシーを踊ることによって、気分状態

にどのような効果をもたらすだろうか。

演舞群（実験群）の事前・事後間の得点の変化

を見ると、緊張、疲労、混乱の３領域で有意な得

点の減少が醜められた゜緊張と混乱の２領域では

非演舞群では得点の有意な低下は認められなかっ

た。奇妙なことに非演舞群においても疲労領域得

点が有意に低減していることが認められた｡抑罐、

怒り、活気領域得点は演舞群・非演舞群のいずれ

においても有意な変化は認められなかった。

5０

4５

4０

事前 事後

図２疲労得点の平均ランクの事前，事後変化

なお、表５Ａ、表５Ｂおよび図１によるとカ

チヤーシーの演舞群、非演舞群とも疲労得点が低

下していたが､演舞群はカチャーシー演舞の効果、

非演舞群は休息の後の気分状態なので、休息の効

果と考えられる。５０パーセンタイル値（すなわち

メデイアン）は、演舞群の場合、1.0から0.0へ、

非演舞群は0.0のままである。わずか７分ほどの

演舞セッションを実施することでこのように疲労
の回復が実現されている。

１．カチャーシーの演舞と疲労回復

ＰＯＭＳの疲労の領域においては、演舞または

休息を挟む、事前・事後の気分に変動が認められ

た｡演舞の有無が気分にどのような効果を持つか、

検討するのが本研究のねらいである。しかし、演

舞してもしなくても疲労感が軽減されたという結
果であった。図１の、疲労領域での事前・事後の

得点を見ると、演舞群の変化が非演舞群の変化よ

り大きい。また、表３に見たように、事前の演舞
群と非演舞群の平均ランク差は有意であったが、
事後ではこの差は有意でない。各平均ランクを図

２に示した。事前では演舞群の疲労度が非演舞群
の疲労度より有意に高い。つまり、演舞または体

２．「緊張」気分の緩和と「混乱」気分の収拾

ＰＯＭＳの緊張領域と混乱領域は事前検査で演

舞群と非演舞群の平均ランクに有意差がなく、か

つ演舞群では事前一事後検査得点が有意に変化

し、非演舞群では有意な差が認められなかった。

この事からカチャーシー演舞が緊張を緩和し、混

乱を収拾することが示唆される｡梅田(1986薊1988）
は、ダンスの効果の１つとして抑圧された感情の

発散を挙げていたが、緊張緩和効果がこれに当た
るだろう。

また、ここで混乱とは気分上の混乱のことであ

り、「自信が持てない」「集中できない」「わすれっ
ぽい」といったモヤモヤ気分を意味するが、その
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ようなモヤモヤが霧散する効果がカチャーシーの

演舞にはあるということである。
対象に、カチヤーシー演舞が気分に与える効果に

ついて検討したものである。緊張、疲労、混乱の

３領域についてカチャーシー演舞の効果が認めら

れた。すなわち、カチャーシーの演舞は、緊張を

緩和させ、疲労を回復し、混乱を収拾する、とい
える。

なお、抑篭、怒り、活気の各領域についてはカ

チャーシー演舞の効果が認められなかった。これ

は、被験者のこれらの演舞前の気分状態がすでに

測定の限界値に接近しているためだ、と解釈され

た｡被験者となった高齢女性たちの気分状態が抑

鯵感や怒りが低く、また高い活力にあふれ、良好

であることによる、と理解された。

今回は、高齢女性を対象に検討した。男性の場

合はどうなのか､年齢段階で効果に違いがあるか、
などは残された課題である。

３．「活気」気分とカチャーシーの演舞

カチャーシーを演舞することは、身体運動であ

り、運動に伴い発汗が誘発され､心拍が速くなり、

呼吸が激しくなる。また､気分を高揚するカチャー

シー音楽は身体運動と相乗的に働き、やはり心拍

数を高め、呼吸を激しくするであろう。ところが

本実験の結果は何らの効果も示していない。大学

生を被験者とした金城（1996）や、25-63歳（平

均44.0歳）の女性を対象とした金城（1995）の研

究ではカチヤーシーの演舞は有意にこの活気得点

を上昇せしめていた。この年齢群で効果が認めら

れないのはなぜだろうか。一つは高齢女性たちの

演舞が早弾きの音楽等に左右されないで全くマイ

ペースで踊られていること、またカチャーシー踊

りに習熟しているためエネルギーの消費に無駄が

ないことが考えられる。さらに、測定尺度上、演

舞前の活気得点がほぼ上の限界値に接近し、天井

効果となってそれ以上の得点上昇が不可能である

事も考えられる。
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４．「怒り」気分とカチャーシーの演舞

怒り領域得点も演舞によって変化が生じなかっ

た。つまり、カチャーシーの演舞は怒りの気分を

鎮静しなかった。それは演舞前の怒りの得点がす

でに下の限界値に達したため、これ以下に降下で

きないというのが理由かもしれない｡そしてまた、

怒り得点の低い現象はこの高齢女性たちの大きな

特徴なのかもしれない。

５．「抑霞」気分とカチャーシーの演舞

抑篭領域得点もカチャーシーの演舞の前後で変

化が認められなかった。事前検査時点でこの領域

得点も下の限界値に近い値となっているが、上で

見た怒り領域得点ほどには低くはない。そうする

と、カチャーシーの演舞がこの年齢の女性には効

果をもたらさない、ということかも知れない。
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